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再エネ導入、地球温暖化防止計画
専門
領域

スポット型派遣形式

太陽光、営農型ソーラーシェアリング、初期
段階におけるビジョン・方向性の検討、区域
施策編の策定、地域間連携、官民連携、庁内
連携、住民や事業者との合意形成、意識啓
発・行動変容

キー
ワード

1997年宮津市役所入庁後、現在までの役所生活のうち、環境行政に12年間従事し管理職に、その後、産業振興課に３年間
在席した間に、遊休農地において地元地域及び民間企業と連携したメガソーラーの整備に関わる。現在も増え続ける遊休
農地で同様の枠組みで営農型太陽光発電施設の整備に向けて取り組んでいる。京都府地球温暖化防止活動推進員

略歴

上述のとおり市職員として環境行政に携わる一方、市の環境団体「みやづ環ネットワーク」に設立時から関わり、市が事
務局を離れた後も幹事として運営に携る。同会では市民出資の太陽光発電施設の整備や子どもを対象にした環境教育のほ
か脱炭素・SDGｓなどの普及啓発事業を実施

過去の
地方公
共団体
との関
わり

役所人生を通じて、様々な事業で市民や事業者との橋渡しをしてきた経験を踏まえ、お役に立てることがあれば経験談を
交え、意見交換させていただき、今後の我が国の再生可能エネルギーの最適化や温暖化防止の取組に貢献したい。
計画策定段階や、庁内・官民連携を考えている職員に向けての講演も実績あり。

一言

・共著「脱原発・再生可能エネルギーとふるさと再生」筑摩書房
・https://www.omron.com/jp/ja/edge-link/news/171.html
・https://miyazuwa.com/index.html
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